
 

 

 

 

 

 

 

 

 

新
あら

たな１年
ねん

が始
はじ

まり、期
き

待
たい

と不
ふ

安
あん

が入
い

り混
ま

じっていることと思
おも

います。疲
つか

れやストレ

スをためないよう、１日
にち

３回
かい

の食
しょく

事
じ

と睡
すい

眠
みん

をきちんととる習
しゅう

慣
かん

をつけましょう。学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

は、安
あん

全
ぜん

や衛
えい

生
せい

に配
はい

慮
りょ

し、栄
えい

養
よう

バランスのとれた食
しょく

事
じ

を提
てい

供
きょう

することで、成
せい

長
ちょう

期
き

の 心
こころ

と 体
からだ

を支
ささ

えていきます。 

田
た

原
はら

市
し

給
きゅう

食
しょく

センター 

給
きゅう

食
しょく

について知
し

ろう □！ 給
きゅう

食
しょく

の前
ま え

に気
き

をつけること 

安
あ ん

全
ぜ ん

においしく 

給
きゅう

食
しょく

を食
た

べるための約束
や く そ く

 

 教
きょう

室
しつ

を換
かん

気
き

し、給 食
きゅうしょく

に関係
かんけい

のないものは片
かた

づけましょう。 

 学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

は、学
がっ

校
こう

で食
た

べる“食
しょく

事
じ

”ということだけでなく、栄養
えいよう

バランスのとれた“食
しょく

事
じ

の見
み

本
ほん

”となるもので、成
せい

長
ちょう

期
き

のみなさん

の健
けん

康
こう

を支
ささ

えています。また、生
しょう

涯
がい

にわたり健
けん

康
こう

的
てき

な生
せい

活
かつ

が送
おく

れ

るように、食
しょく

に関
かん

する正
ただ

しい知
ち

識
しき

と望
のぞ

ましい食
しょく

習
しゅう

慣
かん

を身
み

につける

ための“ 教
きょう

材
ざい

”となっています。 

 心
こころ

も 体
からだ

も大
おお

きく変
へん

化
か

していく成
せい

長
ちょう

期
き

には、食
しょく

事
じ

からきちんと

栄
えい

養
よう

をとることが大
たい

切
せつ

です。そのために、毎
まい

日
にち

残
のこ

さず食
た

べるよう

心
こころ

がけましょう。 

手
て

をせっけんできれ

いに洗
あら

いましょう。 

 配
はい

膳
ぜん

するときや食
た

べるときに一人一人
ひ と り ひ と り

が気
き

をつけ、楽
たの

しい 給
きゅう

食
しょく

時
じ

間
かん

にな

るよう、以
い

下
か

のことを守
まも

りましょう。 

学
が っ

校
こ う

給
きゅう

食
しょく

は、「生
い

きた教材
き ょ う ざ い

」です。 

学
が っ

校
こ う

給
きゅう

食
しょく

の役
や く

割
わ り

  

□！ 食
た

べるときに気
き

をつけること 

給
きゅう

食
しょく

を配
はい

膳
ぜん

してい

るときは、席
せき

について

静
しず

かに待
ま

ちましょう。 

 よい姿
し

勢
せい

で、食
しょっ

器
き

を手
て

で持
も

って食
た

べましょう。 

 ひと口
くち

ずつ、よくかん

で食
た

べましょう。 

 好
す

き嫌
きら

いをしないで、

味
あじ

わって食
た

べましょう。 

★消
け

しゴムのカスや画
が

びょう

などが 給
きゅう

食
しょく

に入
はい

らないよう

にしましょう。 

★きれいになった手
て

は、清
せい

潔
けつ

なハンカチでふきましょう。 

★立
た

ち歩
ある

くとぶつかってこぼ

したりするかもしれません。 

★口
くち

に詰
つ

め込
こ

みすぎないよう

にしましょう。 

かん き 


